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株式会社産業革新機構（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：勝又幹英、以下：INCJ）は、株式会

社エクサウィザーズ（本社：東京都港区、代表取締役社長：石山 洸、以下エクサウィザーズ）に対して、

同社の成長資金として、3億円を上限とする出資を行うことを決定し、同額の投資を実行しました。INCJ

は、エクサウィザーズと産業界や行政との連携を進め、超高齢社会に代表される社会課題の解決に寄与す

ることを目指します。また、エクサウィザーズは、INCJを含む合計8社から総額8.9億円の資金を調達しま

した。 

 

エクサウィザーズは超高齢社会の到来や労働力人口の減少に代表される社会課題に対して、下記の活動

を通して、課題解決に取り組んできました。 

・認知症ケア技法「ユマニチュード®」*の普及 

・熟練者の技能をAIが学習し、介護者の育成をサポートする「コーチングAI」の開発 

・医療・介護領域を中心としたさまざまな産業に対するAIの利活用 

※エクサウィザーズは、日本国内で唯一「ユマニチュード®」の正規事業ライセンスを保有 

 

今回の支援を受け、エクサウィザーズは以下の取り組みを実施する予定です。 

（1） AIを活用した科学的裏付けに基づくケアの確立 （ケアのエビデンス・ベースド化） 

科学的裏付けに基づき評価・検証することが困難であった介護現場にあるデータを、AIで解析す

ることにより、エビデンス・ベースド化を実現します。構造化データのみならず、動画・音声・

テキスト等の非構造化データを解析することで、優れたケアの動作や対話の評価手法を確立しま

す。エクサウィザーズは、INCJ、政府機関、地方自治体との連携を強化し、ケアのエビデンス・

ベースド化の実証実験や事業化を推進していきます。 

 

（2） AIを活用した自治体向け介護データ解析サービスの無償提供 

自治体が保有する介護データは、解析コスト等の問題で利活用が進んでいない現状にあります。

まずは、この介護データをAIを活用した無償解析サービスで分析し、実績を積んだ上で、今後は

様々な社会課題に対してデータの利活用を促進していきます。 

認知症は、時間の経過と共に症状が進行していくため、認知症ケアの介入効果を検証することが

困難です。本サービスの活用により、事前に適切な介入タイミングを予測することができ、予測

結果に対する介入効果の比較検証が可能になります。さらに、事前予測結果を用いて、症状進行

前の介入が可能になるため、予防介護にも繋がります。 

この予測〜介入〜評価のサイクルを繰り返すことにより、ソーシャル・インパクト・ボンド**の

活用環境を整え、介護費等の社会的コストを民間主導で低減していくことに貢献します。 

 

（3） 認知症ケア技法「ユマニチュード®」の普及 

認知症ケア技法「ユマニチュード®」は、健寿社会モデルを目指す福岡市での本格導入に続き、さ

まざまな自治体で導入検討されています。さらにこの技法を医療・介護施設や在宅向けのケアに
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導入することで、被介護者と介護者両方の負担を軽減できる、優しい社会の実現を支援します。 

 

（4） ケア指導技術「コーチングAI」の開発と普及 

画像・音声・テキスト・構造化データなどを解析することで、熟練者のケア技能の特徴を抽出

し、初心者の学習を支援するサービス「コーチングAI」を開発します。熟練者のケア技能を可視

化することで、介護者全体の技能向上を図ります。 

 

INCJは、エクサウィザーズがもつ高いAI技術と、認知症ケア技法「ユマニチュード®」の組合せによっ

て生まれるサービスが、超高齢社会が抱えるさまざまな課題を解決することに寄与すると考えています。

またINCJは、ICTヘルスケア分野で社会課題の解決を目指す企業への投資を推進しており、エクサウィザ

ーズとそれら企業との医療・介護領域におけるシナジーも期待しています。 

 

*ユマニチュード®は、体育学を専攻する二人のフランス人、Yves Gineste(イヴ・ジネスト：エクサウィザーズ 顧問)と

Rosette Marescotti(ロゼット・マレスコッティ)によって作り上げられた、1979年来の歴史を持つ、知覚・感情・言語に

よる包括的なコミュニケーションに基づいた認知症ケア技法です。「ケアをする人とは」、「人とは何者か」と問う哲学と、

その哲学に基づいた実践的なテクニックから成り立っています。現在、フランス国内および国外10か国の700以上の施設で

導入されており、日本でも2012年から展開されています。昨年度、福岡市で行われた実証実験では、「ユマニチュード®︎」

を実践することで、被介護者の認知症行動・心理症状が軽減すること、さらに看護・介護専門職や家族の介護負担感が軽減

することが客観的指標により明らかにされました。 

 

**ソーシャルインパクトボンドは、官民連携の社会的インパクト投資の手法の一つです。行政サービスを民間のNPOや企業

に委託し、民間の資金提供者から調達した資金を基に事業を行い、事業が予め合意した成果を達成した場合にのみ行政から

資金提供者に報酬が支払われます。民間資金によって社会的コストを削減する事業が実施できれば、行政コストも削減され

るうえ、資金提供者がリターンを受けることができるという仕組みです。 

 

【株式会社産業革新機構の概要】 

INCJは、2009年7月にオープンイノベーションの推進を通じた次世代産業の育成を目指して、法律に基づき設立さ

れた会社です。総額約2兆円の投資能力を有しており、革新性を有する事業に対し出資等を行うことで産業革新

を支援することをミッションとしています。 INCJは、投資・技術・経営等で多様な経験をもつ民間人材によって運営さ

れており、法令に基づき、当社 内に設置している産業革新委員会にて、政府の定める支援基準に従って投資の可

否の判断を行い、日本の産業革新に資する投資を実施いたします。 

U R L: https://www.incj.co.jp/ 

 

【株式会社エクサウィザーズの概要】 

会 社 名: 株式会社エクサウィザーズ 

所 在 地: 東京都港区浜松町1-6-15 VORT浜松町I 3F 

設 立: 2016年2月 

代 表 者: 代表取締役社長 石山 洸 

事業内容: AIを利活用したサービス開発による産業革新と社会課題の解決 

U R L: https://exawizards.com/ 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社 産業革新機構  企画調整 Gr. 広報  入江、坂井 

電 話：03-5218-7202    

 

株式会社エクサウィザーズ 経営企画部 佐藤奈緒 

電話：03-5860-1013 / 050-5235-6238 メール：nao.sato@exwzd.com 

https://www.incj.co.jp/
https://exawizards.com/
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新規支援決定案件の概要 

 

１．対象事業者 

・事業者名：株式会社エクサウィザーズ 

・設立  ：2016年 2月 

・所在地 ：東京都港区 

・代表者 ：代表取締役社長 石山 洸 

・事業内容：AIを利活用したサービス開発による産業革新と社会課題の解決  

 

２．支援決定内容 

・支援決定金額：3億円（上限） 

・実投資金額 ：3億円 

・共同投資家 ：シリーズ A 

D4V1号投資事業有限責任組合、アイエスジーエス 1号投資事業有限責任組合、

SOMPOホールディングス株式会社、株式会社三菱東京 UFJ銀行、Scrum Ventures 

Fund III LP、SMBCベンチャーキャピタル 4号投資事業有限責任組合、IDATEN 

Ventures１号投資事業有限責任組合 

・株式保有割合：非公表 

・投資ストラクチャー図：別添 

 

３．投資意義 

＜社会的ニーズへの対応＞ 

・我が国は、超高齢社会のため社会保障費が増大しており、社会保障費を抑制するための具体策が求

められている。 

・我が国が直面する少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少において、生産性を向上させるために、テ

クノロジーを活用した業務改革がより一層重要になっている。 

・エクサウィザーズが保有する高い AI技術と、認知症ケア技法「ユマニチュード®」を組み合わせた

新しいサービスは、超高齢社会が抱える社会課題や、社会保障費抑制に向けた解決の一助となるこ

とが期待される。 

 ＜成長性＞ 

 ・エクサウィザーズが展開する認知症ケア技法「ユマニチュード®」を軸としたケア事業は、介護従

事者の離職率低減や、社会保障費の低減に貢献することにより、介護人材の需給ギャップを解消す

ることが可能である。 

＜革新性＞ 

 ・エクサウィザーズは超高齢社会における様々な社会課題に対して、AIを利活用した事業を推進する

ことにより、継続した課題解決を目指す。 

・その中でも介護領域において革新的な認知症ケア技法「ユマニチュード®」を、ICTや AIを活用し

て導入・普及を加速。 
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投資対象 ： 株式会社エクサウィザーズ
事業内容 ： 社会課題解決型AIソリューションの提供
支援決定金額 ： 3億円（上限）
支援決定公表日 ： 2018年3月29日

株式会社エクサウィザーズ

• エクサウィザーズの高いAI技術と、認知症ケア技法「ユマニチュード®」を組み合わせた新しいサービスは、超高齢社会が抱え
る社会課題や、社会保障費抑制に向けた解決の一助となる

• AIの利活用により、我が国が直面する少子高齢化に伴う労働人口の減少において、生産性の向上に貢献

出資
出資

出資
社外取締役派遣
経営支援

出資
業務提携

 AIやICTを活用した「ユマニチュード®」の普及拡大
 人材採用から退職までの一連の人事/労務業務における

生産性向上をHRTechサービスでサポート
 人工知能モデルプラットフォーム「exaBase」を通じた新

たな価値の提供

 革新的認知症ケアの技法「ユマニチュード®」の普及と介
護 AIソリューションの展開

 産業分野、医療・介護分野へのAIソリューションの提供

出資

出資
出資

出資
業務提携
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